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十
月
二
十
五
日
に
三
年
生

対
象
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
。
質
問
内
容
は
、
「
あ
な

た
は
主
権
者
で
す
か
」
「
選

挙
に
興
味
は
あ
り
ま
す
か
」

「
投
票
し
に
行
き
ま
す
か
」

「
選
挙
権
が
あ
っ
た
ら
投
票

し
に
行
き
ま
す
か
」
。
の
四

つ
で
す
。(

回
答
数
二
七
五)

投
票
権
を
持
っ
て
い
な
い

人
は
、
現
実
味
が
な
い
分
、

「
わ
か
ら
な
い
」
の
多
さ
が

目
立
ち
ま
し
た
。
今
年
は
投

票
権
が
な
く
て
も
、
来
年
は

得
ら
れ
ま
す
。
ふ
だ
ん
か
ら

の
関
心
が
大
事
だ
と
思
い
ま

す
。
選
挙
に
つ
い
て
わ
か
ら

な
い
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
自
分
の
生
活
に
関
わ

る
大
切
な
選
挙
だ
と
考
え
て
、

目
を
向
け
て
み
る
こ
と
が
大

事
だ
と
思
い
ま
し
た
。

判
決
に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
公
式
サ
イ
ト
か
ら
も
調
べ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

最
高
裁
判
所
の
裁
判
官
に

任
命
後
、
次
に
行
わ
れ
る
衆

議
院
議
員
総
選
挙
時
に
審
査

さ
れ
ま
す
。
投
票
者
の
過
半

数
以
上
が
票
を
入
れ
る
と
、

そ
の
裁
判
官
は
罷
免
さ
れ
ま

す
。
過
去
に
罷
免
さ
れ
た
人

は
い
ま
せ
ん
が
、
最
高
裁
の

判
決
は
結
構
、
私
た
ち
の
生

活
に
も
影
響
し
た
り
し
ま
す
。

来
年
は
私
も
選

挙
権
を
得
ま
す
。

立
候
補
者
を
調

べ
て
、
投
票
所
に
足
を
運
び

た
い
と
思
い
ま
す
。

編
集

後
記

十
月
三
十
一
日
に
衆
議
院
議
員
総
選
挙
、
最
高
裁
判
所
裁
判

官
国
民
審
査
の
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。
三
年
生
の
中
に
は
十
八

歳
に
な
り
、
選
挙
権
が
あ
る
生
徒
も
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
三
年

生
に
選
挙
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
て
み
ま
し
た
。

思
う
と
答
え
て
い
た
の
で
す

が
、
実
際
の
選
挙
に
な
る
と

大
幅
に
下
が
っ
て
い
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
を
め
ぐ
っ
て
思
っ
た
以
上

に
政
治
が
私
た
ち
の
身
近
な

問
題
に
か
か
わ
っ
て
い
る
こ

と
も
感
じ
た
人
も
多
い
と
思

い
ま
す
。
ま
ず
は
一
票
の
投

票
が
若
者
に
関
心
を
持
っ
て

も
ら
う
第
一
歩
で
す
。

有
権
者
の
中
で
投
票
に
行

き
た
い
と
答
え
た
人
は
の
は

五
十
五
％
。
半
数
を
超
え
ま

し
た
。
一
方
で
、
い
か
な
い

と
答
え
た
人
は
十
四
％
、
行

く
か
わ
か
ら
な
い
と
答
え
た

人
は
三
十
一
％
。
七
月
の
主

権
者
教
育
の
際
に
行
っ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
約
八
割
の
人

が
十
八
歳
に
な
っ
て
選
挙
権

を
得
た
ら
選
挙
に
行
こ
う
と

関心を持って
自分の一票を大事に、
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はい

はい

はいわからない

わからない

いいえ

いいえ

いいえ

選
挙
に
興
味
は

あ
り
ま
す
か

選
挙
権
を
持
っ
て
い
る

▶

▲選挙権を持っていない

衆
議
院
議
員
総
選
挙
と
同

時
に
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官

国
民
審
査
が
行
わ
れ
る
こ
と

を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
最
高

裁
判
所
の
裁
判
官
と
し
て
ふ

さ
わ
し
い
か
ど
う
か
に
つ
い

て
、
国
民
が
審
査
し
ま
す
。

今
年
は
十
五
人
い
る
裁
判
官

の
う
ち
、
十
一
人
が
審
査
対

象
に
な
っ
て
お
り
、
判
断
材

料
で
あ
る
裁
判
官
の
出
し
た

▶

ま
ず
最
初
に
選
挙
へ
の
興

味
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。
興

味
が
あ
る
人
は
半
分
以
下
の

四
十
三
％
。
四
年
前
、
衆
議

院
議
員
総
選
挙
の
時
に
も
新

聞
部
で
は
こ
の
質
問
を
し
て

い
て
、
当
時
の
三
年
生
の
結

果
は
興
味
あ
る
が
六
十
三
％

で
し
た
。
四
年
前
か
ら
二
十

％
の
減
少
。
選
挙
へ
の
関
心

が
年
々
薄
ま
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

次
に
選
挙
権
を
持
っ
て
い

る
か
聞
い
て
み
ま
し
た
。
今

回
選
挙
権
が
あ
る
の
は
五
十

五
％
の
人
。
今
年
度
に
な
っ

て
約
半
年
、
約
半
分
の
人
が

有
権
者
で
し
た
。

次
の
質
問
は
有
権
者
と
非

有
権
者
に
分
け
て
、
実
際
に

投
票
し
て
み
た
い
か
ど
う
か

聞
い
て
み
ま
し
た
。

主
権
者
で
す
か

いいえ はい

◎投票に行きますか

最
高
裁
判
所
裁
判
官

国
民
審
査
も

減
少
し
て
い
る

選
挙
へ
の
興
味

「
投
票
に
行
く
」
は

有
権
者
の
方
が
多
い

▶




